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政治分野における男女共同参画の推進は、政治に多様な民意を反

映させる観点から極めて重要である。諸外国では政治分野における

女性の参画が進んでいるが、我が国ではいまだ政治の場に女性の数

は少なく、諸外国との格差は広がるばかりである。 

そのような中、性別を問わず立候補や議員活動等をしやすい環境

整備等が必要であるとして、政治分野における男女共同参画の推進

に関する法律が改正されるとともに、国の実態調査において、様々

な形のハラスメント行為が、公平な政治参画への機会を阻害してい

る実態が示された。 

とりわけ地方議会にとっては、政治に多様な民意を反映させる観

点から、公平な政治参画への機会を確保することは極めて重要であ

り、早期の環境整備が必要である。 

このような理解の下に、府内全ての地方議会に関する議員による

ハラスメント又は議員若しくは議員になろうとする者に対するハ

ラスメントを根絶し、府内の地方議会における府民の政治参画を推

進することを目指し、本条例を制定するもの。 

 

 


